学習のポイント　第５回まとめ
1 小骨盤の二つの場所
小骨盤は骨盤隔膜により骨盤腔と会陰に分けられる。
骨盤腔：膀胱、直腸、子宮など腹部内臓を容れる。
会陰：骨盤下口に囲まれ、骨盤隔膜より下の区分。

2 骨盤底を支える構造
肛門挙筋
　恥骨直腸筋
[bookmark: _GoBack]　恥骨尾骨筋
　腸骨尾骨筋
尾骨筋

3 内腸骨動脈から骨盤内器官や会陰に行く動脈
臓側枝
臍動脈、上・下膀胱動脈、中直腸動脈、内陰部動脈、精管動脈、子宮動脈、膣動脈
　　　　壁側枝
　　　　　閉鎖動脈、上・下殿動脈、腸腰動脈、外側仙骨動脈

4 肛門管の静脈血が流れる場所
歯状線より上→上直腸静脈に回収され、門脈系に入る→肝臓の毛細血管網へ
　　　　　下→下直腸静脈に回収され、下大静脈に入る→肺の毛細血管網へ

5 下下腹神経(骨盤神経叢)の構成と場所。各器官へ行く枝の意義
場所：外側直腸靭帯の中。
構成
　下腹神経…交感神経
　仙骨内臓神経…交感神経
　骨盤内臓神経…副交感神経
6 精管の走行。精索とは
精巣→精巣上体管→精管→鼠径管→骨盤→尿管と交差→前立腺に入る(前立腺内では射精管と呼ばれる)→尿道の前立腺部に開口
精索
精管、精巣動脈、蔓状静脈叢、精管動脈、精巣挙筋動脈、自律神経、リンパ管など。

7 子宮の支持装置。基靭帯における子宮動脈と尿管の関係
子宮広間膜…卵管間膜、卵巣間膜、子宮間膜、子宮円索、固有卵巣索が内在。
子宮円索…鼠径管を通り、大陰唇に達する。
子宮頸横靭帯
子宮仙骨靭帯	骨盤内筋膜が凝集してつくる
恥骨頸靭帯
基靭帯(子宮頸横靭帯)…子宮頸部・膣上部と骨盤壁を結ぶ。この中を子宮動脈が走り、子宮と膣の境界部へ向かう。この中で、尿管が子宮動脈の下を通り、膀胱へ向かう。

8 会陰の構造
体の外表面部(会陰部)と対応する浅い区域(会陰区域)の両方を指す
骨盤下口で囲まれる
骨盤隔膜は会陰の天井
会陰三角：尿生殖三角、肛門三角
尿生殖三角…恥骨結合と左右の坐骨結節(会陰膜で閉ざされている)
肛門三角…尾骨の先端と左右の坐骨結節(開放している)
尿道・膣は会陰膜を貫く。
会陰腱中心…いくつかの筋が集束し交錯する場所
　球海綿体筋
　外肛門括約筋
　浅・深会陰横筋
　肛門挙筋
